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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・米国成

⻑株投信Ａコース（為替ヘッジあり）」「アライアン
ス・バーンスタイン・米国成⻑株投信Ｂコース（為
替ヘッジなし）」は、このたび第36期の決算を⾏い
ました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

 Ａコース(為替ヘッジあり) Ｂコース(為替ヘッジなし) 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 2006年５⽉25日(当初設定日)から2044年６⽉15

日までです｡ 

運 用 方 針 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マ
ザーファンド受益証券への投資を通じて、信託財産の成
⻑を図ることを目標に積極的な運用を⾏います。 
①米国を本拠地とする企業が発⾏する普通株式を主要

投資対象とし、信託財産の成⻑を図ることを目標に積
極的な運用を⾏います。 

②企業のファンダメンタルズ分析と株価バリュエー
ションに基づく銘柄選択を基本としてアクティブ運
用を⾏います。 

実質外貨建資産について
は、為替ヘッジにより為替
変動のリスクの低減を図
ることを基本とします。 

実質外貨建資産について
は、原則として為替ヘッジ
を⾏いません。 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ａ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

アライアンス･バーンスタイ
ン･米国大型グロース株マザー
ファンド受益証券を主要投資
対象とします｡ 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ｂ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ な し ） 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

米国を本拠地とする企業が発
⾏する普通株式を主要投資対
象とします｡ 

組 入 制 限 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ａ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ あ り ） 

①株式への実質投資割合は､制
限を設けません｡ 

②外貨建資産への実質投資割
合は､制限を設けません｡ 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米 国 成 ⻑ 株 投 信 Ｂ コ ー ス 
（ 為 替 ヘ ッ ジ な し ） 

アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

①株式への投資については､制
限を設けません｡ 

②外貨建資産への投資につい
ては､制限を設けません｡ 

分 配 方 針 

毎決算時に､原則として以下の方針に基づき分配を⾏い
ます｡ 
①分配対象額の範囲は､経費控除後の利⼦・配当等収入

及び売買益(評価益を含みます｡)等の全額とします｡ 
②収益分配⾦額は､委託者が基準価額⽔準､市場動向等

を勘案して決定します｡ただし､分配対象額が少額の
場合等には､分配を⾏わないこともあります｡ 

③留保益の運用については､特に制限を設けず､｢基本方
針｣および｢運用方法｣に基づいて運用を⾏います｡ 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・⽶国成⻑株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 
アライアンス・バーンスタイン・⽶国成⻑株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 
 
追加型投信／海外／株式 
第36期(決算日2024年６⽉17日) 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

Ａコース（為替ヘッジあり） 
○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

32期(2022年６月15日) 27,984 0 △29.4 33,449 △19.9 97.6 － 117,815 

33期(2022年12月15日) 29,159 220 5.0 35,233 5.3 93.9 － 133,911 

34期(2023年６月15日) 32,182 80 10.6 37,914 7.6 96.4 － 146,078 

35期(2023年12月15日) 34,163 100 6.5 39,852 5.1 93.8 － 141,293 

36期(2024年６月17日) 40,028 120 17.5 44,896 12.7 97.6 － 143,150 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2023年12月15日 34,163 － 39,852 － 93.8 － 

12月末 34,637 1.4 40,286 1.1 93.0 － 

2024年１月末 36,322 6.3 41,385 3.8 97.2 － 

２月末 37,847 10.8 42,476 6.6 98.6 － 

３月末 38,656 13.2 43,883 10.1 100.2 － 

４月末 36,917 8.1 42,532 6.7 99.8 － 

５月末 38,375 12.3 43,339 8.7 97.3 － 

(期  末)       

2024年６月17日 40,148 17.5 44,896 12.7 97.6 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ヘッジベース)」です。「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ヘッジベー

ス)」は､「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、米ドルベース)」から為替ヘッジコストを控除した数値であり、ここでは当初設定日前日(2006

年５月24日)を10,000として指数化しております。 

当該指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり）(以下「当ファンド」という

ことがあります。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2023年12月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ヘッジベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は前期末比で上昇し、ベンチマークであるＳ＆Ｐ500株価指数(配当金込

み、円ヘッジベース)のパフォーマンスを上回りました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

・ 保有する情報技術関連銘柄やヘルスケア関連銘柄などの株価上昇 

 

下落要因 

・ 為替のヘッジコスト   
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
【株式市場】 

当期の米国株式市場は、前期末比で上昇しました(米ドルベース)。 

 

期初から2024年３月末にかけては、半導体関連銘柄の値上がりや、米連邦準備理事会(FRB)による利下げ観

測の高まりから上昇しました。しかしその後、利下げ観測の後退に加え、中東情勢の緊迫化や半導体関連銘柄

の値下がりを背景に反落しました。４月下旬から５月中旬にかけては、中東情勢悪化への警戒感が後退したこ

とや米国主要企業の堅調な業績発表、利下げ観測の高まりから上昇しました。５月下旬以降当期末にかけて

は、米国の利下げに関する見通しに左右される展開となりましたが、米国長期金利の低下や半導体関連銘柄の

値上がりを受けて上昇基調を維持しました。 

 

  
【当ファンド】 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド(以下「マザーファンド」

ということがあります。)受益証券への投資を通じて、主として成長の可能性が高いと判断される米国株式へ

投資することにより、信託財産の成長を目指します。実質外貨建資産については、為替ヘッジにより為替変動

リスクの低減を図ります。 

当ファンドは、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

【マザーファンド】 

ボトムアップによるファンダメンタル分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が高

いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、利益成長や高い収益性など、ファンダメンタルズの優

れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 

その結果、セクター配分においては、情報技術セクター、ヘルスケア・セクター、一般消費財・サービス・

セクターが上位となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
（注） 組入比率はアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

 セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分しています。 

 

個別銘柄では、経費削減への積極的な取り組みを示し好調な決算発表を行ったメタ・プラットフォームズ

や、アマゾン・ドット・コムを買い増しました。一方、株価が上昇したコストコ・ホールセールを利益確定の

ため一部売却しました。また、メディケイド事業の見通し悪化やサイバー攻撃による短期的な影響を考慮し、

ユナイテッドヘルス・グループを一部売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 

 

  



品 名：01_90039_110651_110652_036_02_アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａ・Ｂコース（為替ヘッジあり・なし）_1019194.docx 

日 時：2024/07/22 10:27:00 

ページ：5 

 

 

－ 5 － 

アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
ベンチマークとの比較では、情報技術セクターやコ

ミュニケーション・サービス・セクターにおける銘柄

選択や、エネルギー・セクターや金融セクターのアン

ダーウェイトなどがプラス寄与となりました。一方、

金融セクターにおける銘柄選択やヘルスケア・セク

ターのオーバーウェイトなどはマイナス要因となりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、120円(１万口当た

り、税込み)としました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本

方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第36期 

2023年12月16日～ 
2024年６月17日 

当期分配金 120  

(対基準価額比率) 0.299％ 

 当期の収益 120  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 30,028  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。   

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ヘッジ

ベース）です。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

  
【当ファンド】 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

【マザーファンド】 

足元の米国経済は堅調さを維持しています。ただし、インフレ率が期待どおりに下がらず高金利環境が継続

する可能性があります。その場合、外部環境に左右されにくい、卓越したビジネスを有する持続的な成長企業

を見極めて厳選投資を行うマザーファンドの優位性が一層高まるとみています。 

 

マザーファンドの運用では、短期的な株価リターンの予想は行っておらず、あくまでも企業のビジネスを理

解することに重点を置いています。そのなかで、運用チームは「卓越したビジネス」を特定することに注力し

ています。「卓越したビジネス」とは、高い投下資本利益率と高い利益の再投資率の双方を同時に備えたビジ

ネスと定義しています。そのようなビジネスを有する企業は、外部資金に頼らずに内部資金だけで複利的に利

益を成長させることができる、「持続的な成長企業」といえます。 

短期的に大きな利益を生み出す企業に着目してポートフォリオを構成することは、一時的に大きなリター

ンにつながる可能性があります。しかし、こういった銘柄を組み入れることはポートフォリオのリターンの変

動性(リスク)を高めることにもつながり、結果として、投資家の皆様に優れたリスク調整後のリターンをご提

供することが難しくなると考えています。 

 

引き続き、革新的な商品やサービスで高い市場シェアを持つ「卓越したビジネス」を擁し、「外部環境に左

右されにくく」、「健全な財務体質」を有する「持続的な成長企業」に厳選して投資することで、優れたリスク

調整後のリターンを長期的に創出することを目指してまいります。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○１万口当たりの費用明細 (2023年12月16日～2024年６月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 324  0.873  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (155)  (0.417)     委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (155)  (0.417)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 14)  (0.039)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.004   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.004)     売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)     有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 1   0.003   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.002)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.001)     その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 326   0.880    

期中の平均基準価額は、37,125円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.73％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○売買及び取引の状況 (2023年12月16日～2024年６月17日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

78,272 682,750 3,848,528 40,156,050 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2023年12月16日～2024年６月17日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,443,480,358千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 4,010,311,885千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.35   
 
（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額（外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額）の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年12月16日～2024年６月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○組入資産の明細 (2024年６月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

16,044,477 12,274,221 142,227,546 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2024年６月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 142,227,546 95.5 

コール・ローン等、その他 6,761,462 4.5 

投資信託財産総額 148,989,008 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（4,915,749,920千円）の

投資信託財産総額（4,935,698,816千円）に対する比率は99.6％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝157.53円です。 

 

  

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年６月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 289,701,378,763   

 コール・ローン等 1,756,182,901   

 
アライアンス・バーンスタイン・米国大型 
グロース株マザーファンド(評価額) 

142,227,546,590   

 未収入金 145,717,648,791   

 未収利息 481   

(B) 負債 146,551,103,208   

 未払金 144,536,610,627   

 未払収益分配金 429,146,244   

 未払解約金 321,810,416   

 未払信託報酬 1,261,417,792   

 その他未払費用 2,118,129   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 143,150,275,555   

 元本 35,762,187,046   

 次期繰越損益金 107,388,088,509   

(D) 受益権総口数 35,762,187,046口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 40,028円 
 

（注） 期 首 元 本 額 41,357,985,091 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

2,237,516,437円、期中一部解約元本額7,833,314,482円。当期

末現在における１口当たり純資産額4.0028円。 
 

○損益の状況 (2023年12月16日～2024年６月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △         81,978   

 受取利息 30,346   

 支払利息 △        112,324   

(B) 有価証券売買損益 22,212,270,516   

 売買益 47,557,448,092   

 売買損 △ 25,345,177,576   

(C) 信託報酬等 △  1,263,535,921   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 20,948,652,617   

(E) 前期繰越損益金 11,665,491,356   

(F) 追加信託差損益金 75,203,090,780   

 (配当等相当額) (   70,457,645,508)  

 (売買損益相当額) (    4,745,445,272)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 107,817,234,753   

(H) 収益分配金 △    429,146,244   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 107,388,088,509   

 追加信託差損益金 75,203,090,780   

 (配当等相当額) (   70,457,645,508)  

 (売買損益相当額) (    4,745,445,272)  

 分配準備積立金 32,185,079,707   

 繰越損益金 △         81,978   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第36期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（14,731,128,080円）、収益調整金額（75,203,008,802円）およ

び分配準備積立金額（17,883,097,871円）より分配対象収益額

は107,817,234,753円（10,000口当たり30,148円）であり、うち

429,146,244円（10,000口当たり120円）を分配金額としており

ます。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ａコース（為替ヘッジあり） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 120円 
 
 

★分配金の内訳、税金の取扱いは以下のとおりです。 

 
 
◇課税上の取扱い 

①分配金の課税について 

 ・ 分配金は「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に区分され、普通分配金に課税されます。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本と同額または受益者の個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金

（特別分配金）を控除した額が普通分配金となります。ただし分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回り、かつ分配金と分配

落ち後の基準価額を加えたものが受益者の個別元本と同額か下回る場合には、分配金の全額が元本払戻金（特別分配金）となります。 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

②個人の課税上の取扱い 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）：元本払戻金（特別分配金）は、お客様の取得元本の一部の払い戻しに当たるため、課税されません。 

 ・ 普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％（所得税15.315％、地方税５％） 

※ 法人の場合は上記とは異なります。 

 

※税法が改正された場合等には上記の内容が変更されることがあります。詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

※外国税額控除の適用となった場合には、普通分配金から源泉徴収される税額が上記と異なる場合があります。 

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご相談されることをお勧めします。 
 

 

○お知らせ 

2023年12月16日以降において、当ファンドの信託約款について、以下に掲げる事項を内容とする変更を行い

ました。 

 

①信託約款第４条（信託金の限度額）第１項中、「金１兆円」とあるのを「この信託および別に定める信託の

合計で金５兆円」に変更しました。 （変更日：2024年１月31日） 

 

②受益者に対して行う公告の方法を電子公告に変更したため、所要の変更を行いました。 

 （変更日：2024年３月１日） 

 

③信託約款第４条（信託金の限度額）第１項中、「金５兆円」とあるのを「金５兆5,000億円」に変更しました。 

 （変更日：2024年６月17日） 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

Ｂコース（為替ヘッジなし） 
○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

32期(2022年６月15日) 39,941 0 △15.8 49,217 △ 3.6 98.2 － 588,618 

33期(2022年12月15日) 42,782 310 7.9 53,276 8.2 94.5 － 684,448 

34期(2023年６月15日) 50,489 120 18.3 60,943 14.4 96.8 － 787,736 

35期(2023年12月15日) 56,091 170 11.4 67,303 10.4 95.7 － 893,632 

36期(2024年６月17日) 74,505 190 33.2 86,243 28.1 98.2 － 1,375,592 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2023年12月15日 56,091 － 67,303 － 95.7 － 

12月末 56,761 1.2 67,924 0.9 95.2 － 

2024年１月末 62,107 10.7 72,822 8.2 95.2 － 

２月末 66,271 18.1 76,656 13.9 96.9 － 

３月末 68,321 21.8 79,943 18.8 97.5 － 

４月末 67,989 21.2 80,725 19.9 96.8 － 

５月末 70,884 26.4 82,642 22.8 96.9 － 

(期  末)       

2024年６月17日 74,695 33.2 86,243 28.1 98.2 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので､｢株式組入比率｣｢株式先物比率｣は実質比率を記載しております。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 

 

※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークは「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ベース)」です。「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、円ベース)」は、原

則として基準価額計算日前日付の「Ｓ＆Ｐ500株価指数(配当金込み、米ドルベース)」の値を、計算日付の為替レート(株式会社三菱ＵＦＪ

銀行が発表する対顧客電信売買相場の仲値)で邦貨換算したものです。ここでは、当初設定日前日(2006年５月24日)を10,000として指数化

しております。 

当該指数に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし）(以下「当ファンド」という

ことがあります。)の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2023年12月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額(分配金(税込み)再投資)は前期末比で上昇し、ベンチマークであるＳ＆Ｐ500株価指数(配当金込

み、円ベース)のパフォーマンスを上回りました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

上昇要因 

・ 保有する情報技術関連銘柄やヘルスケア関連銘柄などの株価上昇 

・ 円安米ドル高となったこと 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
【株式市場】 

当期の米国株式市場は、前期末比で上昇しました(米ドルベース)。 

 

期初から2024年３月末にかけては、半導体関連銘柄の値上がりや、米連邦準備理事会(FRB)による利下げ観

測の高まりから上昇しました。しかしその後、利下げ観測の後退に加え、中東情勢の緊迫化や半導体関連銘柄

の値下がりを背景に反落しました。４月下旬から５月中旬にかけては、中東情勢悪化への警戒感が後退したこ

とや米国主要企業の堅調な業績発表、利下げ観測の高まりから上昇しました。５月下旬以降当期末にかけて

は、米国の利下げに関する見通しに左右される展開となりましたが、米国長期金利の低下や半導体関連銘柄の

値上がりを受けて上昇基調を維持しました。 

 

【為替市場】 

前期末比で円安米ドル高となりました。 

 

期初から2024年３月上旬にかけては、米国の利下げ観測ならびに日本銀行(日銀)の政策修正観測が後退し

たことから円安米ドル高となりました。その後日銀による金融政策の正常化観測や米国の利下げ観測の高ま

りから、一時的に円高に振れたものの、４月末にかけては、米国の利下げ観測の後退に加え、日銀が緩和的な

金融政策を維持したことから、大幅な円安米ドル高が進行しました。５月以降当期末にかけては、日銀の為替

介入とみられる動きや米国の利下げに関する見通しに左右され、レンジ内の動きとなりました。 

 

  
【当ファンド】 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド(以下「マザーファンド」

ということがあります。)受益証券への投資を通じて、主として成長の可能性が高いと判断される米国株式へ

投資することにより、信託財産の成長を目指します。実質外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行

いません。 

当ファンドは、ほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

【マザーファンド】 

ボトムアップによるファンダメンタル分析を行い、高い利益成長もしくは持続的な利益成長の可能性が高

いと判断される銘柄を厳選します。運用にあたっては、利益成長や高い収益性など、ファンダメンタルズの優

れた銘柄を中心に投資する方針で臨みました。 

 

その結果、セクター配分においては、情報技術セクター、ヘルスケア・セクター、一般消費財・サービス・

セクターが上位となりました。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
（注） 組入比率はアライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドの純資産総額に対する割合です。 

 セクター配分は、MSCI／S&PのGlobal Industry Classification Standard （GICS）の分類で区分しています。 

 

個別銘柄では、経費削減への積極的な取り組みを示し好調な決算発表を行ったメタ・プラットフォームズ

や、アマゾン・ドット・コムを買い増しました。一方、株価が上昇したコストコ・ホールセールを利益確定の

ため一部売却しました。また、メディケイド事業の見通し悪化やサイバー攻撃による短期的な影響を考慮し、

ユナイテッドヘルス・グループを一部売却しました。 

 

株式の組入比率は期を通じて高い水準を維持しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
ベンチマークとの比較では、情報技術セクターやコ

ミュニケーション・サービス・セクターにおける銘柄

選択や、エネルギー・セクターや金融セクターのアン

ダーウェイトなどがプラス寄与となりました。一方、

金融セクターにおける銘柄選択やヘルスケア・セク

ターのオーバーウェイトなどはマイナス要因となりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、配当等収益に基づき、基準価額水準、市場動向等を勘案し、190円(１万口当た

り、税込み)としました。なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本

方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第36期 

2023年12月16日～ 
2024年６月17日 

当期分配金 190  

(対基準価額比率) 0.254％ 

 当期の収益 190  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 64,505  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） ｢当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。   

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、Ｓ＆Ｐ500株価指数（配当金込み、円ベース）

です。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

  
【当ファンド】 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

【マザーファンド】 

足元の米国経済は堅調さを維持しています。ただし、インフレ率が期待どおりに下がらず高金利環境が継続

する可能性があります。その場合、外部環境に左右されにくい、卓越したビジネスを有する持続的な成長企業

を見極めて厳選投資を行うマザーファンドの優位性が一層高まるとみています。 

 

マザーファンドの運用では、短期的な株価リターンの予想は行っておらず、あくまでも企業のビジネスを理

解することに重点を置いています。そのなかで、運用チームは「卓越したビジネス」を特定することに注力し

ています。「卓越したビジネス」とは、高い投下資本利益率と高い利益の再投資率の双方を同時に備えたビジ

ネスと定義しています。そのようなビジネスを有する企業は、外部資金に頼らずに内部資金だけで複利的に利

益を成長させることができる、「持続的な成長企業」といえます。 

短期的に大きな利益を生み出す企業に着目してポートフォリオを構成することは、一時的に大きなリター

ンにつながる可能性があります。しかし、こういった銘柄を組み入れることはポートフォリオのリターンの変

動性(リスク)を高めることにもつながり、結果として、投資家の皆様に優れたリスク調整後のリターンをご提

供することが難しくなると考えています。 

 

引き続き、革新的な商品やサービスで高い市場シェアを持つ「卓越したビジネス」を擁し、「外部環境に左

右されにくく」、「健全な財務体質」を有する「持続的な成長企業」に厳選して投資することで、優れたリスク

調整後のリターンを長期的に創出することを目指してまいります。 

 
※将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○１万口当たりの費用明細 (2023年12月16日～2024年６月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 571  0.873  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (273)  (0.417)     委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (273)  (0.417)     購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 25)  (0.039)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 2   0.004   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.004)     売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払
う手数料 

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.000)     有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

（d） そ の 他 費 用 2   0.003   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.002)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.001)     その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財
産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事
務に係る費用、印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付お
よび届出に係る費用等 

 合 計 575   0.880    

期中の平均基準価額は、65,388円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに

対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.73％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○売買及び取引の状況 (2023年12月16日～2024年６月17日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

16,399,730 167,054,171 1,191,852 13,619,640 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2023年12月16日～2024年６月17日) 

 

項 目 
当 期 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 1,443,480,358千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 4,010,311,885千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.35   
 
（注） 株式売買金額は、受け渡し代金。 

（注） 平均組入株式時価総額は、各月末現在の組入株式時価総額（外貨建株式は、当該月末日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算し

た額）の単純平均。 

（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年12月16日～2024年６月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○組入資産の明細 (2024年６月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・ 
米国大型グロース株マザーファンド 

103,503,873 118,711,751 1,375,572,422 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2024年６月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンド 1,375,572,422 98.9 

コール・ローン等、その他 15,133,033 1.1 

投資信託財産総額 1,390,705,455 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・米国大型グロース株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（4,915,749,920千円）の

投資信託財産総額（4,935,698,816千円）に対する比率は99.6％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝157.53円です。 

 

  

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年６月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,390,705,455,032   

 コール・ローン等 1,776,032,325   

 
アライアンス・バーンスタイン・米国大型 
グロース株マザーファンド(評価額) 

1,375,572,422,221   

 未収入金 13,357,000,000   

 未収利息 486   

(B) 負債 15,112,876,102   

 未払収益分配金 3,507,969,925   

 未払解約金 1,766,269,074   

 未払信託報酬 9,827,489,780   

 その他未払費用 11,147,323   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,375,592,578,930   

 元本 184,629,996,095   

 次期繰越損益金 1,190,962,582,835   

(D) 受益権総口数 184,629,996,095口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 74,505円 
 

（注） 期 首 元 本 額 159,318,913,629 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額

41,425,699,649円、期中一部解約元本額16,114,617,183円。当

期末現在における１口当たり純資産額7.4505円。 
 

○損益の状況 (2023年12月16日～2024年６月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △          441,605   

 受取利息 38,439   

 支払利息 △          480,044   

(B) 有価証券売買損益 315,391,325,065   

 売買益 328,787,845,974   

 売買損 △   13,396,520,909   

(C) 信託報酬等 △    9,838,637,103   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 305,552,246,357   

(E) 前期繰越損益金 197,920,173,006   

(F) 追加信託差損益金 690,998,133,397   

 (配当等相当額) (    571,143,693,011)  

 (売買損益相当額) (    119,854,440,386)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,194,470,552,760   

(H) 収益分配金 △    3,507,969,925   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,190,962,582,835   

 追加信託差損益金 690,998,133,397   

 (配当等相当額) (    571,143,693,011)  

 (売買損益相当額) (    119,854,440,386)  

 分配準備積立金 499,964,891,043   

 繰越損益金 △          441,605   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額およびその他費用等を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第36期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（305,551,868,590円）、収益調整金額（690,997,691,792円）お

よび分配準備積立金額（197,920,992,378円）より分配対象収益

額は1,194,470,552,760円（10,000口当たり64,695円）であり、

うち3,507,969,925円（10,000口当たり190円）を分配金額とし

ております。 
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アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信Ｂコース（為替ヘッジなし） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 190円 
 
 

★分配金の内訳、税金の取扱いは以下のとおりです。 

 
 
◇課税上の取扱い 

①分配金の課税について 

 ・ 分配金は「普通分配金」と「元本払戻金（特別分配金）」に区分され、普通分配金に課税されます。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本と同額または受益者の個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。 

 ・ 分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、分配金から元本払戻金

（特別分配金）を控除した額が普通分配金となります。ただし分配落ち後の基準価額が受益者の個別元本を下回り、かつ分配金と分配

落ち後の基準価額を加えたものが受益者の個別元本と同額か下回る場合には、分配金の全額が元本払戻金（特別分配金）となります。 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

②個人の課税上の取扱い 

 ・ 元本払戻金（特別分配金）：元本払戻金（特別分配金）は、お客様の取得元本の一部の払い戻しに当たるため、課税されません。 

 ・ 普通分配金：個人の受益者の源泉徴収時には、配当所得として以下のように課税されます。 

20.315％（所得税15.315％、地方税５％） 

※ 法人の場合は上記とは異なります。 

 

※税法が改正された場合等には上記の内容が変更されることがあります。詳しくは販売会社へお問い合わせください。 

※外国税額控除の適用となった場合には、普通分配金から源泉徴収される税額が上記と異なる場合があります。 

※税金の取扱いの詳細については、税務専門家等にご相談されることをお勧めします。 
 

 

 

○お知らせ 

2023年12月16日以降において、当ファンドの信託約款について、以下に掲げる事項を内容とする変更を行い

ました。 

 

①信託約款第４条（信託金の限度額）第１項中、「金１兆5,000億円」とあるのを「この信託および別に定める

信託の合計で金５兆円」に変更しました。 （変更日：2024年１月31日） 

 

②受益者に対して行う公告の方法を電子公告に変更したため、所要の変更を行いました。 

 （変更日：2024年３月１日） 

 

③信託約款第４条（信託金の限度額）第１項中、「金５兆円」とあるのを「金５兆5,000億円」に変更しました。 

 （変更日：2024年６月17日） 
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